
図1 スギ雄花の断面。
右が無花粉スギ、左が花粉の出るスギ。

図2 DNA解析に用いるマーカー選抜の一例
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試験研究機関

これまでに発見されたすべての雄性不稔遺伝
子MS1～MS5に起因する無花粉スギを保有し
ており、精力的に研究を行っています。
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農・食・バイオ

我々が最も力を入れて取り組んでいるのは、
花粉を飛ばさない「無花粉スギ」の研究です。
スギ花粉症の罹患率は年々増加しており、現在
では国民の３人に1人がスギ花粉症と言われ、
深刻な社会問題となっています。このような背
景から、無花粉スギ等の花粉症対策に資するス
ギ苗木の開発・供給が求められています。
無花粉スギは1992年に初めて発見され、そ

の後の研究で単一の潜性遺伝子（雄性不稔遺伝
子）によって生じることが報告されました。新
潟大学では、自然界に数千本に1本と推定され
ている無花粉スギの探索を精力的に行い、これ
までに約10個体の無花粉スギを選抜しました。
さらに、これらの無花粉スギを調査した結果、
5種類の雄性不稔遺伝子（MS1～MS5）が存
在することを発見しました。また、造林用の種
子を生産するための採種園の改良にも取り組ん
でおり、これまでに様々なタイプの採種園で生
産された種子の評価を行ってきました。
現在は、無花粉スギの花粉崩壊過程の顕微鏡

観察、雄性不稔遺伝子の連鎖地図へのマッピン
グ、無花粉スギを判定するDNA解析手法の開発
とマーカー選抜、無花粉スギの簡易判定法の開
発等に取り組んでいます。
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